
令和５年度もあと１か月となりました 

校長 亀 谷 秀 雄 

 厳しい寒さも和らぎ、花便りがほどなく聞かれる季節となりました。今

年度も残すところ１か月となりました。３年生６３名は、３月８日（金）

に第７７回卒業証書授与式を迎え、４月からは一人ひとりが進学場所で新

たな学校生活を始めるようになります。これまで、園小中と一緒に過ごし

てきた仲間とお別れをして、新たな出会いの中で、さらに成長していって

くれることでしょう。教職員と在校生一同、卒業生のみなさんのさらなる

飛躍を、心より願っています。 

 さて、今年度を振り返ってみると、「ふるさと和木を愛し、夢と志をも

って、力強く生きていく生徒の育成」を学校教育目標に、「英知」（確か

な学力）、「愛情」（豊かな情操）、「勇気」（たくましい実践）の校訓のも

のと、「自ら意欲的に学ぶ生徒」、「思いやりのある生徒」、「進んで実践す

る生徒」をめざす生徒像として教育活動を展開してきました。委員会活

動や心磨き清掃、労作活動、部活動では、３年生がリーダーシップを発

揮し、１・２年生を引っ張っていってくれました。どの活動も真剣に取

り組む姿がとても素晴らしかったです。また、体育祭や文化祭の学校行

事においても、「Ｐｌｕｓ Ｕｌｔｒａ ～ともに高みへ～」のスローガ

ンのもと、生徒一人ひとりが自分の限界に挑み、さらに成長した姿を見

せてくれました。体育祭での迫力ある紅白リレーや応援合戦、全校ダン

ス、文化祭での合唱コンクールや保護者の協力による逃走中など、子ど

もたちの活躍している姿が今でも思い出されます。 

 ３年生の卒業後は、いよいよ２年生がリーダーシップを発揮し、新た

な和木中学校を創っていくようになります。また、１年生は先輩として

新１年生を迎えるようになります。これまでの「校門での礼」や「心磨

き清掃」、「労作活動」、「進んであいさつ」などの和木中学校の伝統をしっかりと引継ぎ、生徒会執行部を

中心に、より和木中学校を活性化させ、新たな伝統を築いていってほしいと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、この１年間、本校の教育活動の推進にご理解とご協力を賜り、心より

感謝申し上げます。来年度も引き続きご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 ２月１日（木）から３日（土）の３日間、自由参観日を行いました。２

日（金）の３・４校時に１年生が「職業調べ発表会」をしました。保育士

や助産師、美容師、雑貨やファッションデザイナー、インストラクター、

建築士等、自分たちが興味・関心のある職種から職業を選び調べていきま

した。調べたことはタブレットでまとめていき、当日はプレゼンテーショ

ンを行いながら、グループで発表しました。「よくまとめることができ

た」、「うまく発表できた」などの感想が聞かれました。素晴らしい発表で

した。 

 ３日（土）の３校時には２年生が「立志のつどい」を行いました。生徒一人ひとりがこれからの生き方

について漢字一文字に表し、どのように生きていきたいかを発表しました。一人ひとりが自分の思いを

堂々と発表しました。漢字ベスト２は、「楽」、「進」、でした。また、私からは、教育学者の森信三先生が
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中学生へ話された言葉を紹介しました。「人間が志を立てるということ

は、いわばローソクに火をつけるようなものです。ローソクは火をつけ

られて、初めて光を放つものです。同様に人間は、その志を立てて、初

めてその人の真価が現われるものです。志を立てない人間というもの

は、いかに才能がある人でも、結局はただ生きていたというだけで、一

生を終えるのです。」 

 自由参観日で生徒の授業の様子や発表の様子をご覧いただき、ありが

とうございました。保護者の皆様のご参観が生徒の励みとなります。今年度の参観日は終わりとなります

が、来年度も、ご参観いただきますよう、よろしくお願いいたします。お世話になりました。 

 

 ２月３日（土）の自由参観日の午前中に、和木町家庭教育支援チーム

「はっちーず」の皆様に保護者を対象としたサロンを、コミュニティール

ームで開いていただきました。私もサロンに参加し、「はっちーず」の皆

様と子どものことや学校のことなどについて話させていただき、楽しい時

間を過ごすことができました。また、たくさんの保護者の皆様に参加して

いただき、和やかな雰囲気で会話が進んでいました。来年度も、自由参観

日等で「はっちーず」の皆様にサロンを開いていただきたいと考えていま

す。ぜひ、たくさんの保護者の皆様に利用していただけたらと思います。

「はっちーず」の皆様、ご協力をありがとうございました。 

 

 ２月１３日（火）の５校時に、地震が発生し家庭科室から出火したこと

を想定した避難訓練を行いました。最初に地震が発生したことを放送し、

シェークアウト訓練で行った机の下にもぐり身を守る体制をとり、その後

家庭科室から出火したことを放送し、全校生徒がグラウンドへ避難しまし

た。本来なら、中央消防署東出張所より消防隊員の方が来られる予定でし

たが、火災発生による出動により来られませんでした。そのことにより、

生徒は「火災が身近に起こるものだ」という印象をもったようでした。 

 元日に北陸地方で能登半島地震が発生しました。また、これまでに２９年前の阪神大震災、１３年前の

東日本大震災など、たくさんの方が亡くなられたり行方不明になられたり、被災されたりしました。ま

た、南海トラフによる大地震が３０年以内に発生するといわれています。生徒に、そのことを伝え、家族

で避難場所を確認しておくことと、「自分の命は自分で守る」ことの大切さを伝えました。生徒はとても真

剣に避難訓練に取り組みました。 

３月の行事予定 



 


